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令和６年６月 

水 産 庁 

ＩＡＴＴＣとＷＣＰＦＣの合同作業部会における我が国の提案について 

６月 25 日（火）、７月 10 日から 13 日に開催されるＩＡＴＴＣ（全米

熱帯まぐろ類委員会）とＷＣＰＦＣ（中西部太平洋まぐろ類委員会）の

合同作業部会に向けて、我が国提案（ＷＣＰＦＣの太平洋クロマグロ保

存管理措置改定案）を提出しました。 

同提案の概要は以下のとおり。 

① 中西部太平洋における太平洋クロマグロの漁獲上限について、Ｉ

ＳＣ（北太平洋まぐろ類国際科学小委員会）が計算したシナリオの

７（小型魚＋30％・大型魚＋131％）に基づく増枠

② 各国の監視取締措置に関する報告義務の新設

③ このほか、小型魚から大型魚への振替にあたっての特例措置の一

般ルール化等についても提案

【参考１】現行の太平洋クロマグロの漁獲上限 
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【参考２】ＩＡＴＴＣとＷＣＰＦＣの合同作業部会において議論される

シナリオ 

（ISC により計算された増枠シナリオ） 

（共同議長の６つの追加の増枠シナリオ） 

 

【参考３】６月に行った国内意見交換会資料 

https://www.jfa.maff.go.jp/j/study/enoki/attach/pdf/kuromaguro-

15.pdf 

小型魚 大型魚 西部増枠幅（トン）

現行措置 4,475 トン 7,859　トン 3,995　トン

追加１ 増枠なし ＋50% 3,805 ＋50%

追加２ ＋5% ＋50% 4,029 ＋50%

追加３ ＋5% ＋70% 5,725 ＋70%

追加４ ＋10% ＋50% 4,278 ＋50%

追加５ ＋20% ＋50% 4,750 ＋50%

追加６ ＋20% ＋100% 8,554 ＋100%
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